
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐

取
り
組
ん
で
き
た
。
市
内
に

Ｊ
Ａ
の
ビ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
も
作
物
選

定
の
決
め
手
と
な
っ
た
と
い

う
。収

益
性
が
向
上
し
、
昨
年

は
30
代
と
40
代
の
従
業
員
を

雇
用
し
た
。
同
法
人
の
藤
本

和
幸
代
表
理
事
組
合
長
は

「
若
い
世
代
を
雇
用
し
て
地

域
の
農
業
が
次
の
代
ま
で
つ

な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。
受
賞
に
あ
た
り
、
支
援

し
て
く
れ
た
Ｊ
Ａ
、
市
、
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に
感

謝
し
た
い
」
と
話
す
。

【
兵
庫
】
ひ

ょ
う
ご
農
林
機

構
と
県
集
落
営

農
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
は
こ

の
ほ
ど
、
神
戸

市
で
集
落
営
農

活
性
化
研
修
会

を
開
催
し
た
。

研
修
会
と
併
せ

て
行
わ
れ
た
優

良
集
落
営
農
組

織
表
彰
で
は
、
県
知
事
賞
を

は
つ
か
農(

三
田
市)

、
Ｊ
Ａ

兵
庫
中
央
会
長
賞
を
農
フ
ァ

ー
ム･

円
心(

上
郡
町)

ひ
ょ

う
ご
農
林
機
構
理
事
長
賞
を

農
い
ず
み
営
農
組
合
（
丹
波

篠
山
市)

が
受
賞
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
を
発
表
し
た
。

知
事
賞
を
受
け
た
は
つ
か

は
、
水
稲
を
中
心
に
営
農
し

て
き
た
が
、
近
年
の
米
価
の

低
下
を
受
け
て
米
以
外
の
作

物
を
増
や
す
た
め
、
特
産
化

が
進
む
黒
大
豆
枝
豆
な
ど
に

バ
ッ
グ
栽
培
は
糖
度
が
高

く
、
病
害
虫
に
も
対
処
し
や

す
い
の
が
特
徴
だ
と
い
う
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
就
労

を
支
援
し
て
い
る
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
パ
ン
ド
ラ
会
か
ら
障

が
い
者
を
５
人
ほ
ど
受
け
入

れ
、
農
福
連
携
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
規
模
を

拡
大
し
、
安
全
で
お
い
し
い

農
産
物
の
供
給
と
女
性
や
障

が
い
者
な
ど
の
活
躍
の
場
に

し
て
い
く
予
定
だ
。

布
や
試
食
と
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

や
ト
マ
ト
の
ジ
ャ
ム
と
ク
ッ

キ
ー
な
ど
を
販
売
。
ハ
ウ
ス

の
見
学
も
行
い
、
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

同
農
園
で
は
、
土
と
肥
料

な
ど
が
入
っ
た
袋
に
植
え
付

け
る
バ
ッ
グ
栽
培
を
採
用
し

て
お
り
、
同
じ
方
法
で
栽
培

し
て
い
る
近
所
の
川
上
充
士

さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
た
。

【
愛
知
】
刈
谷

市
で
産
業
廃
棄
物

の
再
資
源
化
や
自

動
車
関
連
の
各
種

油
剤
を
製
造
し
て

い
る
三
和
油
化
工

業
㈱
（
柳
均
代
表

取
締
役
社
長
）

は
、
昨
年
か
ら
農

業
参
入
し
、
三
菜

果
農
園
を
開
設
。

22
㌃
の
ハ
ウ
ス
で

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽

培
を
始
め
た
。
今

春
が
初
収
穫
と
な
る
こ
と
か

ら
、
３
月
31
日
に
は
ハ
ウ
ス

が
あ
る
同
市
一
里
山
町
で
ト

マ
ト
祭
を
開
催
し
た
。

当
日
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
配

約
85
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
無
加
温

で
有
機
質
肥
料
を
中
心
に
栽

培
。
環
境
に
配
慮
す
る
だ
け

で
な
く
、
12
月
の
定
植
か
ら

室
温
の
低
い
ハ
ウ
ス
内
で
時

間
を
か
け
熟
成
さ
せ
る
こ
と

で
、
甘
さ
と
酸
味
の
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
の
味
わ
い
と
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

今
年
の
作
柄
は
生
育
当
初

は
順
調
だ
っ
た
も
の
の
、
１

月
中
旬
以
降
の
曇
天
に
よ
る

日
照
量
不
足
で
光
合
成
遅
延

や
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
た
が
、
全
員
で
ハ
ウ

ス
を
巡
回
し
、
対
処
方
針
を

確
認
し
た
こ
と
も
あ
り
、
見

事
な
出
来
栄
え
に
仕
上
が
っ

た
。牧

野
組
合
長
は
「
心
待
ち

に
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
自
慢

の
ト
マ
ト
を
届
け
ら
れ
る
の

は
、
産
地
と
し
て
何
よ
り
の

喜
び
。
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
お
い
し
さ
を
満
喫
し
て

ほ
し
い
」
と
自
信
を
み
せ

た
。
ま
た
、
柴
田
行ゆ

き

紘ひ
ろ

組
合

員
も
「
初
め
て
大
原
ト
マ
ト

を
食
べ
た
人
に
と
っ
て
、
新

し
い
味
わ
い
の
発
見
に
つ
な

が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
『
大

原
ト
マ
ト
マ
ニ
ア
』
拡
大
に

向
け
、
意
気
込
み
を
語
る
。

昨
年
は
約
90
㌧
を
出
荷
。

販
売
額
を
３
年
連
続
で
更
新

し
て
お
り
、
今
年
も
６
月
末

ま
で
続
く
出
荷
販
売
に
期
待

を
膨
ら
ま
せ
る
。

あ
い
さ
つ
、
牧
野

文
徳
大
原
ト
マ
ト

生
産
組
合
長
の
決

意
表
明
に
続
き
、

来
賓
の
谷
田
富
穂

倉
吉
市
経
済
観
光

部
長
が
豊
作
や
販

売
額
更
新
祈
願
の

祝
辞
を
述
べ
た
。

半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を

誇
り
、
根
強
い
フ
ァ
ン
が
い

る
大
原
ト
マ
ト
。
現
在
は
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受

け
た
６
戸
の
組
合
員
が
合
計

【
鳥
取
】
倉
吉
市
大お

お

原は
ら

地

区
の
特
産
品
「
大お

原は
ら

ト
マ

ト
」
が
４
月
11
日
に
今
年
の

初
出
荷
を
迎
え
、
式
典
が
開

か
れ
た
。
向
井
敏
弘
鳥
取
中

央
農
協
専
務
理
事
の
主
催
者

る
意
欲
が
あ
る
こ
と
▽
農
産

物
販
売
金
額
50
万
円
以
上
を

め
ざ
す
こ
と
▽
地
域
農
業
の

維
持
・
発
展
に
寄
与
し
、
積

極
的
な
営
農
展
開
を
め
ざ
す

こ
と


が
要
件
だ
。

認
定
を
受
け
た
農
業
者
に

対
し
て
、
規
模
拡
大
や
新
た

な
品
目
・
新
技
術
の
導
入
な

ど
、
経
営
計
画
の
達
成
に
必

要
な
機
械
・
施
設
の
導
入
経

費
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が

営
農
に
役
立
つ
農
業
講
座
の

開
催
や
栽
培
指
導
を
行
う
。

県
で
は
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
制
度
の
詳
細
や
申
請

書
類
な
ど
を
掲
載
。
６
月
か

ら
認
定
申
請
を
受
け
付
け
る

予
定
だ
。

【
香
川
】
県
で
は
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
に
加
え
、

経
営
発
展
に
意
欲
的
な
兼
業

農
家
や
定
年
帰
農
者
な
ど
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

農
業
者
が
経
営
発
展
を
め
ざ

す
経
営
計
画
を
認
定
す
る

「
多
様
な
農
業
人
材
経
営
計

画
認
定
制
度
」
を
２
０
２
４

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

対
象
者
は
、
▽
市
町
が
策

定
す
る
地
域
計
画
に
「
農
業

を
担
う
者
」
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

は
、
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

▽
営
農
を
５
年
以
上
継
続
す

育
不
良
も
あ
っ
た
が
、
ア
カ

デ
ミ
ー
で
の
経
験
や
周
辺
農

家
な
ど
へ
の
相
談
も
経
て
、

無
事
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き

た
。今

後
に
つ
い
て
「
ま
ず
は

生
産
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が

目
標
。
１
年
目
に
試
行
錯
誤

し
た
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

な
ど
を
通
じ
て
、
農
作
業
の

効
率
化
を
一
層
図
り
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

ん
（
44
）
は
、
参
入
に
あ
た

り
、
大
阪
府
が
新
規
就
農
希

望
者
向
け
に
主
催
す
る
い
ち

ご
ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
講
。

「
栽
培
か
ら
ハ
ウ
ス
・
設
備

の
設
置
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
教
わ
っ
た
」
と
語
る
。

今
季
は
日
照
不
足
に
よ
る
生

【
大
阪
】
近
鉄
百

貨
店
は
、
２
０
２
３

年
度
に
河
南
町
寛
弘

寺
の
約
40
㌃
の
農
地

で
直
営
イ
チ
ゴ
農
園

「
は
る
ち
か
フ
ァ
ー

ム
」
を
開
設
し
た
。

栽
培
す
る
イ
チ
ゴ

の
品
種
は
「
紅
ほ
っ

ぺ
」
。
「
は
る
か
す

ま
い
る
」
の
名
称
で
、
あ
べ

の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
を
は

じ
め
と
し
た
近
畿
圏
の
同
百

貨
店
各
店
舗
で
販
売
し
て
い

る
。
新
鮮
な
イ
チ
ゴ
が
売
り

場
に
並
ぶ
流
通
ル
ー
ト
は
、

直
営
な
ら
で
は
の
強
み
だ
。

圃
場
担
当
の
西
口
良
隆
さ

分
散
で
き
ず
に
規
模
拡
大
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

乾
田
直
播
は
畑
状
態
の
田

に
種
子
を
直
接
ま
き
、
苗
立

ち
し
た
後
に
水
を
入
れ
る
栽

培
方
法
。
工
程
は
プ
ラ
ウ

（
耕
起
）
、
レ
ベ
ラ
ー
（
均

平
）
、
グ
レ
ー
ン
ド
リ
ル

（
播
種
）
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー

と
作
業
機
に
よ
り
完
結
で

き
、
田
植
機
や
育
苗
ハ
ウ
ス

な
ど
は
必
要
な
い
。

導
入
し
て
５
作
目
を
迎
え

る
㈲
重
永
農
産
の
作
田
将
さ

ん
（
39
）
は
「
乾
田
状
態
で

の
機
械
作
業
は
機
械
の
摩
耗

や
故
障
も
少
な
く
、
自
動
操

舵
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
高
速
で
の
作
業
が
可
能
。

作
業
時
間
を
削
減
す
る
と
と

も
に
播
種
機
な
ど
は
麦
作
な

ど
に
も
利
用
で
き
る
。
慣
行

栽
培
と
同
等
の
収
量
10
㌃
当

た
り
５
１
０
㌔
を
確
保
し
て

お
り
、
規
模
拡
大
を
進
め
る

た
め
の
栽
培
方
法
と
し
て
期

待
し
て
い
る
」
と
語
る
。

【
広
島
】
高
齢
化
と
農
業

者
不
足
や
資
材
高
騰
が
進
む

中
、
水
稲
生
産
費
の
３
割
を

占
め
る
労
働
費
を
削
減
し
よ

う
と
、
世
羅
町
で
は
乾
田
直

播
栽
培
面
積
が
増
え
て
い

る
。
今
年
は
町
内
約
20
㌶
で

取
り
組
む
予
定
だ
。

10
㌃
当
た
り
24
・
２
時
間

の
水
稲
労
働
時
間
（
農
林
水

産
統
計
）
の
中
で
、
育
苗
・

田
植
え
作
業
に
か
か
る
時
間

は
６
時
間
余
り
。
労
働
力
が

こ
と
で
繁
忙
期
と
閑
散
期
の

人
材
調
整
が
で
き
る
た
め
、

生
産
計
画
が
立
て
や
す
く
通

期
雇
用
が
難
し
い
生
産
現
場

で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い

う
。同

社
代
表
の
川
越
俊
秀
さ

ん
（
72
）
は
「
今
後
、
規
模

拡
大
に
向
け
た
多
様
な
人
材

確
保
の
た
め
、
外
国
文
化
の

理
解
や
生
活
環
境
の
整
備
な

ど
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。

（
宮
崎
県
農
業
法
人
経
営

者
協
会
）

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
12
月
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
を
６
人
受
け
入
れ
、
大
根

や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
日
向
夏
の

生
産
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

田
野
大
根
で
は
、
国
内
の

人
材
確
保
に
苦
労
す
る
中
、

外
国
人
材
の
活
用
を
数
年
前

か
ら
検
討
し
て
い
た
。
産
地

間
人
材
リ
レ
ー
を
活
用
す
る

【
宮
崎
】
宮
崎
市
田
野
町

で
大
根
を
中
心
に
露
地
野
菜

を
生
産
す
る
同
田
野
大
根
で

は
、
労
働
力
確
保
に
向
け
、

（
一
社
）
宮
崎
県
農
業
法
人

経
営
者
協
会
、
㈱
ウ
ィ
ル
テ

ッ
ク
、
嬬
恋
キ
ャ
ベ
ツ
振
興

事
業
協
同
組
合(

群
馬
県)

が

取
り
組
む
産
地
間
人
材
リ
レ

ー
を
活
用
し
、
外
国
人
材
の

就
農
者
が
増
え
、
い
い
刺
激

を
受
け
て
い
る
。
組
織
一
丸

と
な
っ
て
販
路
拡
大
、
安
定

生
産
に
つ
な
げ
た
い
」
と
笑

顔
で
話
す
。

称
「
ろ
ー
ま
」
を
か
け
た
。

子
ど
も
た
ち
に
も
親
近
感

を
も
っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
た

い
と
の
願
い
を

込
め
た
。
新
し

い
名
称
で
の
販

売
は
今
年
10
月

か
ら
。
お
い
し

く
簡
単
な
レ
シ

ピ
集
も
併
せ
て

発
行
予
定
だ
。

同
組
合
長
の

岡
村
資
巳
さ
ん

（
58
）
＝
写
真

＝
は
「
最
近
は

後
継
者
や
新
規

【
福
岡
】
大
葉
春
菊
は
北

九
州
市
小
倉
南
区
の
特
産
品

の
一
つ
。
葉
先
が
丸
く
苦
み

が
少
な
い
の
が
特
徴
で
、
サ

ラ
ダ
な
ど
生
食
で
も
お
い
し

い
。Ｊ

Ａ
北
九
の
大
葉
春
菊
出

荷
組
合
で
は
、
認
知
度
の
向

上
・
生
産
拡
大
に
向
け
、
次

世
代
生
産
者
に
よ
る
「
若
手

の
会｣

を
結
成
県
や
市
と
共

に
ブ
ラ
ン
ド
化
の
一
環
と
し

て
新
た
な
愛
称
「
う
ま
か
ろ

ー
ま
」
を
考
案
し
た
。
「
お

い
し
い
で
し
ょ
う
？
」
の
方

言
「
う
ま
か
ろ
？
」
と
、
大

葉
春
菊
の
地
元
で
の
古
い
呼

多
様
な
人
材
支
援
へ

香
川
県
が
新
事
業

広
が
る
水
稲
乾
田
直
播

省
力
化
し
収
量
も
確
保

広
島･

世
羅
町

受け入れ人材の６人と川越代表（左か

ら４人目）、右隣は息子の達也さん

時速20㌔で播種作業を行う

自動操舵大型トラクター

藤本組合長（中央)ファーム・

円心の河野雅晴組合長(右)い

ずみ営農組合の小嶋美則組合長

鳥 取
倉吉市

無加温ハウスでじっくり熟成無加温ハウスでじっくり熟成

産
地
間
リ
レ
ー
で
外
国
人
材
活
用

産
地
間
リ
レ
ー
で
外
国
人
材
活
用

繁
閑
期
の
調
整
に
メ
リ
ッ
ト

宮崎市 田野大根宮崎市 田野大根

大阪･河南町 はるちかファーム 百
貨
店
直
営
の
イ
チ
ゴ
農
園

売
り
場
直
結
の
新
鮮
さ
が
強
み

「
将
来
は
圃
場
で
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
い
」
と
話
す
西
口
さ

ん

半世紀超えた大原トマト半世紀超えた大原トマト半世紀超えた大原トマト

愛
知･

刈
谷
市

三
菜
果
農
園

ミニトマトの無料配布

大原トマト生産組合のメンバー

出荷された大原トマト

春
菊｢

う
ま
か
ろ
ー
ま｣


拡
大
に
期
待

福

岡

北
九
州
市

若
手
の
会
が
新
た
な
愛
称
考
案

福

岡

北
九
州
市

若
手
の
会
が
新
た
な
愛
称
考
案

福

岡

北
九
州
市

若
手
の
会
が
新
た
な
愛
称
考
案

Ｊ
Ａ
北
九･

大
葉
春
菊
出
荷
組
合

トマトバッグ栽培で異業種参入
初収穫祝いトマト祭

三田市｢はつか｣が県知事賞

兵庫県優良集落営農組織表彰

８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


